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史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
、
改
め
て
検
証
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
少
な
く
と
も
一
部
の
研
究
者

に
と
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
と
の
関
係
は
重
大
な
テ
ー

マ
で
あ
り
続
け
た
。
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
と
並
ん
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
研
究
の
草
分
け
と
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ル
ト
ン
・
ヘ
イ
ズ
［H

ayes 
1960

］
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
「
ひ
と
つ
の
宗
教
」
と
み
な
す
。

す
な
わ
ち
彼
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最
初
に
発

展
し
た
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
一
見
脱
宗
教
的
・
世
俗
的

な
装
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
た
め
の
精
神
性

（
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
熱
情
・
忠
誠
・
献
身
・
犠
牲
の
美
化
な
ど
）
や

そ
の
表
現
形
態
（
儀
式
・
祝
祭
・
シ
ン
ボ
ル
な
ど
）
の
な
か
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
宗
教
の

あ
い
だ
の
質
的
な
類
似
性
に
着
目
す
る
議
論
は
、
そ
の
後
の
理
論
的

研
究
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
［Anderson 1983

］
は
、
文
化
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
宗

教
共
同
体
が
衰
退
し
た
あ
と
に
生
じ
た
、
生
の
有
意
味
性
へ
の
渇
望

を
満
た
す
役
割
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
認
め
、
宗
教
的
想
像
力
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
想
像
力
の
親
和
性
を
強
調
し
た
。
最
近
で
は
ロ

ジ
ャ
ー
ス
・
ブ
ル
ー
ベ
イ
カ
ー
［Brubaker 2012

］
ら
に
よ
っ
て
、

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
宗
派
化
」
が
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
中
核
を
な
す
「
文
化
と
政
治
の
合
致
」
の
モ
デ
ル
と
基
盤

を
提
供
し
た
と
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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旨
説
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趣
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説
明
（
井
出
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こ
う
し
た
包
括
的
な
理
論
的
研
究
と
は
別
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
の
個
別
事
例
に
か

ん
す
る
歴
史
的
研
究
に
お
い
て
は
、
個
々
の
宗
教
や
宗
派
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
の
よ
り
直
接
的
な
結
び
つ
き
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
［Colley 1992

］
は
、
一
八
世
紀
に
「
イ

ギ
リ
ス
人
」（Britons
）
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
抗

関
係
に
お
い
て
）
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
一
九
世
紀
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、（
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
）
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
解
放
運
動
が
一
体
と
な
り
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
は
カ

ト
リ
ッ
ク
＝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
／
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
＝
ユ
ニ
オ
ニ

ス
ト
の
構
図
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る
［Connolly 2007

］。
た
だ

し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
定
の
宗
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
特
定

の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
を
提
供
し
、
か
つ
強

化
し
え
た
と
い
う
単
線
的
な
図
式
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
常
に
一

定
の
留
保
を
設
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
例

に
と
れ
ば
、
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ン
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市

ポ
ー
ゼ
ン
（
ポ
ズ
ナ
ン
）
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
、

ま
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
ド
イ
ツ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
接
合
が

そ
れ
ぞ
れ
進
展
し
た
と
さ
れ
る
一
方
で
［Alvis 2005

］、
一
九
世

紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
上
シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ン
（
シ
ロ
ン
ス
ク
）
地
方
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
必
ず
し
も

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
支
持
に
は
結
び
つ
い
て
い
か

な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
［B

jork 2008

］。

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
が
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
個
別
具
体
的
な
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
は
、
な
お
も
検
討
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て

の
抽
象
的
な
い
し
固
定
的
な
把
握
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
く

キ
リ
ス
ト
教
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
思
考
や
行
動
が
、様
々
な
歴
史
的
・

社
会
的
文
脈
に
規
定
さ
れ
つ
つ
何
ら
か
の
形
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

か
か
わ
っ
て
い
っ
た
、そ
の
多
彩
な
あ
り
方
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
、
正
教
と
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
と
ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
個
別
事
例
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
の
錯
綜
し
た
関
係
性
に
光
を
あ
て
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
こ

か
ら
、
大
き
く
「
宗
派
」
や
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
っ
た
包
括
的
な

分
析
枠
組
み
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
不
可
視
化

さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
人
々
の
意
識
や
行
動
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
な
る
も
の
の
実
態
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
報
告
者
と
し
て
、
南
東
欧
、
と
く
に
ギ

リ
シ
ア
近
現
代
史
が
ご
専
門
の
村
田
奈
々
子
氏
（
東
洋
大
学
）、
イ

ギ
リ
ス
近
現
代
史
が
ご
専
門
の
大
澤
広
晃
氏
（
南
山
大
学
）、
ま
た

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
現
代
史
が
ご
専
門
の
加
藤

久
子
氏
（
国
学
院
大
学
）、
ユ
ダ
ヤ
史
、
と
く
に
ロ
シ
ア
・
シ
オ
ニ

ズ
ム
が
ご
専
門
の
鶴
見
太
郎
氏
（
東
京
大
学
）
を
お
招
き
し
た
。
こ

れ
ら
登
壇
者
の
方
々
を
中
心
に
、
ま
た
会
場
の
皆
様
を
含
め
て
、
歴

史
学
の
見
地
か
ら
も
ま
た
現
代
の
視
点
か
ら
も
重
要
か
つ
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
な
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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